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【
議
案
第
82
号
】
南
島
原
市

長
及
び
副
市
長
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て　

　
　
　
　

酒
気
帯
び
運
転
は

当
然
い
け
な
い
こ
と
で
あ
る
。

事
故
後
市
長
は
、
全
職
員
に

対
し
注
意
を
し
た
の
か
。

　
　
　
　

前
回
嘱
託
職
員
が

逮
捕
さ
れ
た
時
、
市
長
が
西

有
家
、
有
家
、
南
有
馬
の
そ

れ
ぞ
れ
の
庁
舎
を
回
り
、
直

接
訓
示
を
行
っ
た
。
他
の
支

所
に
つ
い
て
は
、
総
務
部
長
、

人
事
課
長
が
訓
示
を
行
っ
た
。

今
回
は
緊
急
部
局
長
会
議
を

開
き
市
長
が
訓
示
を
行
っ
た
。

　
【
議
案
第
83
号
】
平
成
29
年

度
南
島
原
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

〈
総
務
部
関
係
〉

　
　
　
　

今
ま
で
使
用
し
て

い
る
消
防
団
服
が
規
格
に
合

わ
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と

で
、
今
回
消
防
団
服
を
更
新

す
る
の
か
。

　
　
　
　

消
防
団
員
に
は
服

制
基
準
と
い
う
国
が
決
め
た

基
準
が
あ
り
、
新
し
い
服
制

基
準
が
定
め
ら
れ
、
消
防
団

の
活
動
服
の
デ
ザ
イ
ン
が
変

わ
っ
た
た
め
更
新
す
る
。

〈
企
画
振
興
部
関
係
〉

　
　
　
　

真
砂
の
前
の
土
地

購
入
金
額
の
根
拠
と
使
用
目

的
に
つ
い
て

　
　
　
　

世
界
遺
産
に
向
け

た
駐
車
場
用
地
と
し
て
昨
年

周
辺
の
土
地
を
購
入
し
た
。

隣
接
す
る
土
地
な
の
で
そ
の

辺
を
根
拠
に
交
渉
を
行
い
た

い
。
使
用
目
的
と
し
て
は
、

場
所
が
現
在
整
備
し
て
い
る

駐
車
場
に
続
い
て
い
る
の
で
、

将
来
的
に
駐
車
場
と
一
体
的

に
整
備
す
る
。

　
　
　
　

ダ
イ
レ
ク
ト
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
Ｂ
Ｐ
Ｏ
事
業
と

は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
行
う

の
か
。

　
　
　
　

外
部
に
会
社
の
業

務
を
外
注
、
委
託
す
る
こ
と

を
い
う
。
こ
れ
ま
で
日
本
ト

ー
タ
ル
テ
レ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
株
式
会
社
で
受
け
て
い
る

の
は
、
電
話
で
の
対
応
の
み

で
あ
っ
た
が
、
例
え
ば
顧
客

の
管
理
や
販
売
の
企
画
な
ど
、

業
務
が
広
が
る
こ
と
に
よ
り
、

新
た
な
雇
用
の
拡
大
に
繋
が

る
。

　
　
　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
ひ
ま
わ
り
の
事
業

に
つ
い
て
の
説
明
を
。

　
　
　
　

現
在
子
供
の
ス
ポ

ー
ツ
教
室
な
ど
を
中
心
に
活

動
を
さ
れ
て
い
る
。
今
後
地

域
に
出
向
い
て
、
高
齢
者
の

皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
の
教

室
な
ど
を
開
催
し
て
い
く
事

業
で
あ
る
。

☆
そ
の
他
の
付
託
案
件

　
【
陳
情
第
１
号
】
南
島
原
市

交
通
安
全
協
会
の
運
営
・
活

動
費
に
か
か
る
補
助
金
の
見

直
し
を
お
願
い
す
る
陳
情

　
【
議
案
第
83
号
】
平
成
29
年

度
南
島
原
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

〈
教
育
委
員
会
関
係
〉

　
　
　
　

子
ど
も
の
悩
み
相

談
事
業
の
言
葉
の
指
導
と
は
、

ど
う
い
う
こ
と
を
行
う
の
か
。

　
　
　
　

言
語
障
害
を
持
っ

た
児
童
に
対
し
、「
通
級
型
つ

ば
さ
」
に
指
導
員
を
１
名
配

置
し
て
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

学
校
施
設
や
周
辺

の
除
草
や
樹
木
の
剪
定
等
は

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の

か
。

　
　
　
　

普
段
は
、
用
務
員

を
配
置
し
て
対
応
し
て
い
る
。

ま
た
、
美
化
活
動
と
し
て
保

護
者
が
夏
休
み
に
行
っ
て
い

る
。
そ
れ
で
で
き
な
い
部
分

は
業
者
等
に
依
頼
し
て
い
る
。

〈
市
民
生
活
部
関
係
〉

　
　
　
　

健
康
福
祉
ま
つ
り

の
内
容
に
つ
い
て
、
説
明
を
。

　
　
　
　

医
師
会
な
ど
協
力

団
体
に
参
加
を
お
願
い
し
、

「
み
そ
五
郎
ま
つ
り
」、「
深
江

産
業
ま
つ
り
」、「
夢
・
手
づ

く
り
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
で
、

が
ん
検
診
、
特
定
健
診
等
の

啓
発
グ
ッ
ズ
を
配
付
す
る
予

定
で
あ
る
。

〈
福
祉
保
健
部
関
係
〉

　
　
　
　

放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
費
補
助
金
の
引
き

上
げ
の
内
容
は
。

　
　
　
　

今
回
の
改
定
で
、

特
に
増
額
が
大
き
か
っ
た
の

は
、
受
入
児
童
数
区
分
１
〜

19
人
及
び
20
〜
45
人
階
層
の

基
準
額
で
あ
る
。

　
【
認
定
第
２
号
】
平
成
28
年

度
南
島
原
市
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
「
は
り
・
き
ゅ
う
・

あ
ん
ま
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
」
助

成
事
業
の
申
請
者
数
は
。

　
　
　
　

28
年
度
は
、
対
象

者
数
１
万
３
，２
７
６
人
の

う
ち
、
１
，０
９
８
人
が
利

用
し
た
。

　
　
　
　

助
成
券
は
、
ど
ん

な
所
で
使
え
る
の
か
。

　
　
　
　

市
に
登
録
を
し
て

い
る
施
術
所
に
な
る
。

　
　
　
　
「
は
り
、
き
ゅ
う
」

は
、
保
険
が
き
く
の
か
。

　
　
　
　

医
師
が
対
象
と
な

る
病
気
に
関
し
て
、
は
り
等

の
治
療
が
有
効
で
あ
る
と
認

め
、
医
師
の
同
意
書
が
あ
れ

ば
保
険
適
用
に
な
る
。
こ
の

時
の
自
己
負
担
分
と
し
て
、

助
成
券
を
利
用
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

　
【
認
定
第
５
号
】
平
成
28
年

度
南
島
原
市
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

　
　
　
　

収
入
未
済
額
に
つ

い
て
の
説
明
を
。

　
　
　
　

過
誤
納
金
還
付
未

済
額
を
含
ん
で
お
り
、
滞
納

は
、
現
年
度
分
と
過
年
度
分
、

合
わ
せ
て
６
０
３
件
の
１
６

４
人
分
、
３
９
７
万
２
０
０

円
で
あ
る
。


